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JDPA Ｇ 3002-2〔ＵＳ形ダクタイル鋳鉄管（Ｒ方式）〕
　ＵＳ形ダクタイル鉄管（Ｒ方式）（以下、US形管（R方式）という。）は、従来のＵＳ形管のゴム輪と押輪の位置
の保持方法、ゴム輪の形状、ロックリングの支持方法を変更することによって受口長さの短縮、接合部品数の削
減、継手部のモルタル充塡作業及びボルトの締め付けトルク管理をなくし、大幅に施工性の向上を図ることが
できるようになったことから、平成30年4月に呼び径2400・2600を対象として規格化した（ダクタイル鉄管
№103、規格ニュースを参照）。
　今回、呼び径1500～2200を開発・実用化したことから追加し、平成31年2月7日付けで改正した。
　ＵＳ形管（Ｒ方式）の概要を以下に示す。

項目 ＵＳ形管（Ｒ方式）
呼び径の範囲 1500～2600

呼び径の種類

呼び径区分Ａと呼び径区分Ｂの 2 種類
区分Ａ： JIS、JWWA 規格と同じ外径 (Ｄ２) 寸法の管
 受け渡し当事者間の協定（注文者と製造業者の合意）によって、シールド内径に合わせて、
 区分Ｂまで最適な直径方向の寸法に変更できる。
区分Ｂ： 呼び径と同じ外径 (Ｄ２) 寸法の管
 その呼び径の最小寸法である。

直管の管厚 1種管、2種管、3種管、4種管
ただし、角度付き直管は4種管のみ

継手構造
( 直管、異形管
とも同じ )

従来の
ＵＳ形との
主な相違

・ゴム輪と押輪の位置の保持：スペーサ
　※ボルトと継ぎ棒をなくし、挿し口が押輪の内面を通過して受口奥まで挿入できることから割輪も
　　なくなった。これらの変更に伴って受口の長さが短くなった。
・ロックリングの支持方法：ＬＳ方式（ロックリングサポータ）
・継手部の充塡モルタル：なし

直管の種類

異形管の種類 曲管 (11 1/4°、8°、5 ５／８°、3°)､ 継ぎ輪、長尺継ぎ輪、変換継ぎ輪 ( 呼び径Ａ－ＬＳ方式、
呼び径Ｂ－ＬＳ方式、呼び径Ａ－呼び径Ｂ )

 スペーサ用ゴムゴム輪 押輪ロックリングサポータ

ロックリング スペーサ
注記　継手性能は、従来の US 形と同じである。

注記　曲線管路部分で直管の継手の曲げ角度で対応できない配管に使用する。
　　　角度は、呼び径 1500 ～ 2400 は 1°～ 5°の 1°刻み、呼び径 2600 は 1°～ 3°の 1°刻みである。

 

 
角度付き直管

直管

66 ダクタイル鉄管 平成 31.4 第 104 号

規格ニュース
JDPA Ｇ 1049（ＧＸ形ダクタイル鋳鉄管）

　呼び径350のＧＸ形ダクタイル鋳鉄管（以下、直管という。）、ダクタイル鋳鉄異形管（以下、異形管という。）
及びソフトシール仕切弁（以下、バルブという。）を追加して平成31年2月7日付けで改正した。

1　直管及び異形管の概要
　呼び径350のＧＸ形直管及び異形管は、呼び径
75～300・400と同じ継手性能及び継手構造と
した。ただし、切管ユニット（Ｐ-Ｌｉｎｋ、Ｇ-Ｌｉｎｋ）は、
質量が大きくなり施工性の向上が望めないことから
呼び径400と同様に規定しなかった。直管及び異
形管の構造を図1、2に示す。

2　バルブの概要
　呼び径350のＧＸ形バルブは、JWWA Ｂ 120
（水道用ソフトシール仕切弁）に準じた。バルブの
構造を図3に示す。

項目 内容
呼び径 75～ 300 呼び径 350・400

継手構造 直　管：プッシュオンタイプ(図1 参照)
異形管：メカニカルタイプ(図2 参照)

継手性能
伸縮量(直管)：管長の±1％
離脱防止力：3ＤkＮ（Ｄは呼び径mm）
許容屈曲角度(直管)：4°

直管の管厚 1種管（Ｄ1）、Ｓ種管（ＤＳ）

切管ユニット Ｐ-Ｌｉｎｋ、
Ｇ-Ｌｉｎｋ 規定なし

外面塗装 外面耐食塗装又は耐食亜鉛系塗装

項目
内容

呼び径 75～ 300 呼び径 350・400
継手構造 異形管と同じメカニカルタイプ

継手性能 異形管と同じ
離脱防止力：3ＤkＮ（Ｄは呼び径mm）

種　　類 3種（呼び圧力10Ｋ）、
4種（呼び圧力16Ｋ） 3種（呼び圧力10Ｋ）

接合部の形状 両受式
弁箱の
外面塗装 外面耐食塗装又は耐食亜鉛系塗装

表1　直管、異形管及び切管ユニットの概要 表 2　バルブの概要

図1　直管の構造

図2　異形管の構造
図3　バルブの構造

※フックは、曲管、乙字管の挿し口側の管体部の左右2か所に設け
る。

※接合は、押輪が受口にメタルタッチすれば完了する。

右回り開きの
キャップ
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平成31年度　ダクタイル鉄管協会セミナー　全国15会場で開催予定
　日本ダクタイル鉄管協会では平成30年度、管路に限定することなく、水道事業に関する最新の情報や
先進事業体の実例を学識者や事業体職員を講師に招き、セミナーを全国14会場で開催しました。
おかげ様で、約1,400名の方々にご参加いただき、大変有意義なセミナーにすることができました。
　平成31年度も全国各支部の15会場でセミナーを開催予定です。近々、開催計画を当協会HPおよび新
聞に掲載致しますので、ご期待ください。

大阪会場 沖縄会場

名古屋会場 仙台会場

どの会場も熱心に聴講される
お客様でいっぱいでした。

製品のカットサンプルや耐震管
の模型、各種パネルをご紹介。
一部の会場では、講師の方や開
催地の事業体様にも展示コー
ナーにご協力いただきました。

幅広いテーマについて
ご講演いただきました。

小田原会場（講師：筑波大学 庄司准教授）広島会場(講師:鳥取大学 増田准教授）

セミナー併設展示

セミナー会場

千葉会場 高知会場

68 ダクタイル鉄管 平成 31.4 第 104 号

福岡水道展に出展 !!　～災害に強いダクタイル鉄管をPR～
　平成30年10月24日~26日の3日間、福岡市マリンメッセで福岡水道展が開催され、133社・団体が出
展し、最新の水道技術や製品などのPRを行いました。
　日本ダクタイル鉄管協会も『管路の幹線から末端まであらゆるニーズに応えるダクタイル鉄管』~ライフ
ラインのレジリエンス強化に向けて（自然災害に強いHRDIP）~をコンセプトに出展しました。展示ブース
では、大型モニターを使ったプレゼンテーションを実施し、様々な管路構築に対応できる製品ラインナッ
プ、シールド内配管工法用に施工性を大幅に改良したUS形ダクタイル鉄管（R方式）、災害に強いハザー
ドレジリエント ダクタイル鉄管（HRDIP）、お客様と共に取り組む様々な協会活動などを広く紹介し、好
評を得ました。
　また、各種パネルの他、GX形管（呼び径300）、NS形E種管（同150）、S50形管のカットサンプルや
GX形伸縮模型を展示することにより、実際に見て・触れてもらいながら、多くのお客様にダクタイル鉄管
の良さをPRすることができました。
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Challenge 
to change. 
チャレンジの中に、チェンジがある。

クリモトは 2019年2月で創立110周年。

挑戦と変革の第一歩として、企業ロゴをリニュ ー アルしました。

頭文字の「 K 」は 3 つの「 l 」 (Infrastru ctu re = インフラ・

Industrial facility= 産業設備 •Innovation = イノベ ー ション）を

意味する矢が、境界線を越えていく姿をイメ ー ジ。

新しいチャレンジで、夢ある未来にチェンジしていく。

これからのクリモトにご期待ください。

管路の更新や新設には、耐震性・

耐久性・耐蝕性に優れ、安全・確実な

施工性で定評のNGKダクタイル鉄管。

直管・異形管、鉄蓋など、

ダクタイル製管路システムー式を揃え、

製造から責任施工まで、NGKの一貫した

先進技術でお応えします。
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おか"さまで

株式会社栗本鐵工所
http://www. ku ri moto.co.j p/ 

創立11 0 周年。 ロゴを変えるのも、

めっちゃ勇気がいりました。 110TH 
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＠日本鋳鉄管株式會社
本社・工場：〒346-0193埼玉具久喜市菖蒲町昭和沼1番地ff(0480)85-IIOI囮 東北支社：〒980-0Dl4仙台市青葉区本町3 - 5 - 2 2 ff(022)263-273I囮
東京事務所：〒104-0045東京蔀中央区築地2 - I 2 - I O ff(03)3546-767I囮 中部支社：〒451-0046名古屋育西区牛島町5番2号ff(052)582-9808囮
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